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二
月 

  

一
九
日 

北
蒲
原
分
教
会
月
次
祭 

二
二
日 

大
教
会
月
次
祭 

 

二
六
日 

御
本
部
月
次
祭
、
由
利
婦
人
会 

 

二
七
日 

大
教
会
役
員
当
番 

 

二
九
日 

大
教
会
役
員
会
議 

 

三
月 

 
 
 

 
 

一
日 

委
員
部
長
の
集
い 

三
日 

支
部
例
会(

上
之
浜) 

五
日 

お
願
い
づ
と
め 

七
日 

お
さ
づ
け
取
り
次
ぎ
日 

九
日 

教
会
車
点
検
日 

十
日 

秋
田
中
村
宅
お
つ
と
め 

 

一
二
日 

会
長
理
事
会
議 

一
三
日 

由
利
分
教
会
月
次
祭 

立教１８７年  令和６年        ３ 月 号  

由利 

御本部梅の花風景 
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今

月

の
言

葉

 

 
 
 

 
 

 
 

由
利
分
教
会
長 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

佐
々
木 

正 

明 

 
 今

月
の
言
葉
は
仙
田
善
孝
、三
宅
雅
史
著
、

「
医
師
と
読
み
解
く 

驚
き
！
「
か
り
も

の
」
の
体
」
よ
り
抜
粋
い
た
し
ま
す
。 

貸
借
関
係
に
た
と
え
る
意
味 

 

と
こ
ろ
で
、
親
神
様
は
私
た
ち
の
こ
の

体
を
、
親
神
様
と
人
間
の
心
と
の
貸
借
関

係
に
た
と
え
る
こ
と
で
、
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
教
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。 

 

諸
井
慶
一
郎
氏(

元
天
理
教
校
長)

は
、

著
書
『
天
理
教
教
理
大
要
』
の
中
で
、
そ

の
中
に
つ
い
て
詳
細
に
言
及
さ
れ
て
い
ま

す
。 

 

ま
ず
、
こ
の
体
を
「
貸
し
た
」
と
言
え

る
の
は
、
人
間
の
体
を
お
造
り
に
な
り
、

し
か
も
そ
の
体
内
へ
入
り
込
ん
で
日
々
お

働
き
く
だ
さ
り
、
生
命
を
授
け
て
く
だ
さ

る
お
方
だ
け
で
す
。
私
た
ち
は
、
両
親
に

よ
っ
て
造
ら
れ
た
と
言
い
ま
す
が
、
正
し

く
は
両
親
が「
造
っ
た
」
の
で
は
な
く
て
、

両
親
か
ら
「
で
き
た
」
の
で
す
。
神
様
を

知
ら
な
い
人
は
、
両
親
の
精
子
と
卵
子
か

ら
自
然
に
で
き
た
と
言
い
ま
す
が
、
お
ふ

で
さ
き
で
は
、 

こ
れ
か
ら
は
神
の
し
ゆ
ご
と
ゆ
う
も
の
ハ 

な
み
た
い
て
い
な
事
で
な
い
そ
や 

た
い
な
い
ゑ
や
ど
し
こ
む
の
も
月
日
な
り 

む
ま
れ
だ
す
の
も
月
日
せ
わ
ど
り 

 

と
あ
る
よ
う
に
、
受
精
卵
を
子
宮
に
着

床
さ
せ
、
お
よ
そ
二
百
八
十
日
間
で
胎
児

を
成
長
さ
せ
て
出
産
さ
せ
る
ま
で
の
行
程

は
並
大
抵
の
こ
と
で
は
な
く
、
そ
の
工
程

の
す
べ
て
に
わ
た
っ
て
、
親
神
様
が
片
時

も
休
む
こ
と
な
く
世
話
取
り
し
て
い
る
こ

と
を
明
言
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
こ
そ
、

造
り
主
に
し
か
言
え
な
い
話
で
す
。 

 

次
に
、
貸
借
の
常
識
で
は
「
た
だ
」
と

い
う
の
は
な
く
、
皆
「
利
」
が
付
い
て
回

り
ま
す
。
家
な
ら
家
賃
、
お
金
な
ら
利
子
、

道
具
な
ら
使
用
料
と
あ
り
、
そ
の
利
を
払

わ
な
け
れ
ば
「
借
り
倒
し
」
と
い
う
こ
と

に
な
り
、
借
り
物
を
我
が
物
に
し
て
し
ま

う
の
は
「
取
り
込
み
」
で
す
。 

ま
た
、
借
り
た
物
を
返
す
の
は
「
返
却
」

で
あ
り
、
そ
れ
に
利
を
添
え
て
返
す
の
が

「
返
済
」
で
す
。
物
だ
け
返
し
て
利
を
払

わ
な
け
れ
ば
、
後
に
「
借
り
」
と
い
う
利

が
残
り
ま
す
。
利
を
払
っ
た
上
に
、
さ
ら

に
「
お
礼
」
を
言
う
の
は
、
結
構
な
物
を

貸
し
て
く
だ
さ
っ
た
相
手
の
好
意
に
対
し

て
の
お
礼
で
あ
っ
て
、
貸
し
て
く
れ
た
相

手
へ
の
報
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
利
を

払
っ
た
の
だ
か
ら
礼
を
言
う
必
要
は
な
い

と
、
乱
暴
に
叩
き
返
し
て
も
返
済
に
は
違

い
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
は
貸
主
の
ご

恩
に
報
い
る
こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
借

り
物
が
、
自
分
に
と
っ
て
結
構
な
も
の
で

あ
る
と
思
い
至
れ
ば
、
誠
実
に
お
礼
を
申

す
こ
と
が
良
識
あ
る
人
の
取
る
態
度
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。 

 三
月
一
日 

婦
人
会 

委
員
部
長
の
集
い
開
催 

 

去
る
三
月
一
日
、
大
教
会
に
於
い
て
委

員
部
長
の
集
い
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

大
教
会
長
様
は
、
昨
年
の
青
年
会
総
会
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で
の
ポ
ス
タ
ー
を
引
用
さ
れ
、
心
を
す
ま

す
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
話
さ
れ
、
そ
の

為
に
は
先
ず
自
分
の
「
ほ
こ
り
」
に
気
付

き
、
そ
れ
を
払
う
努
力
が
大
切
で
あ
る
と

お
話
が
あ
り
ま
し
た
。 

引
き
続
き
支
部
長
様
か
ら
は
互
い
た
て

あ
い
、
た
す
け
あ
い
に
つ
い
て
お
話
が
あ

り
、
た
て
あ
う
と
い
う
こ
と
は
、
相
手
を

思
い
や
り
、
尊
重
す
る
こ
と
で
あ
る
こ
と
、

又
、
自
分
と
神
様
の 

心
の
距
離
を
ち
ぢ
め 

て
い
く
努
力
を
し
て 

い
っ
て
ほ
し
い
と
話 

さ
れ
ま
し
た
。 

午
後
か
ら
は
、
グ 

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、 

「
お
た
す
け
勉
強
会
」 

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
悩
み
を
相
談
す
る
人
、

そ
れ
に
対
し
て
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
人
に
分

か
れ
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
ら
相
手
の

心
に
寄
り
添
え
る
か
を
勉
強
し
合
い
、
終

了
し
ま
し
た
。 

  

☆
教
会
よ
り
お
知
ら
せ
☆ 

 

◎
三
月
二
十
日
（
水
）朝
づ
と
め
終
了
後 

よ
り
由
利
分
教
会
春
季
霊
祭
を
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。
ご
参
拝
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。 

 ◎
四
月
の
月
次
祭
は
、
四
月
九
日
（
火)

で
す

の
で
お
間
違
い
の
な
い
よ
う
に
ご
参
拝
下
さ

い
。 

 

♪
婦
人
会
よ
り
お
知
ら
せ
♪ 

 

① 

毎
年
恒
例
の
「
感
謝
の
心
を
日
々
に
」 

の
御
供
を
、
来
月
四
月
九
日
の
月
次
祭
に

集
め
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

健
康
に
つ
つ
が
な
く
一
年
を
過
ご
さ
せ

て
頂
い
た
御
礼
の
御
供
を
教
祖
御
誕
生
祭

に
御
供
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

何
卒
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

② 

四
月
は
婦
人
会
費
納
入
月
と
な
り
ま 

す
。
年
間
一
、
〇
〇
〇
円
で
す
。 

十
六
才
以
上
は
婦
人
会
員
と
な
り
ま 

す
の
で
、
新
加
入
の
方
、
大
歓
迎
で
す
。

こ
ち
ら
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

§
支
部
よ
り
お
知
ら
せ
§ 

 

毎
年
恒
例
の
「
全
教
一
斉
ひ
の
き
し
ん

デ
ー
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご

参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

日
時 

四
月
二
十
九
日(

祝
、
月) 

午
前
九
時
三
十
分
集
合 

十
一
時
頃
解
散 

場
所 

鳥
海
山 

木
の
お
も
ち
ゃ
美
術
館 

（
由
利
本
荘
市
町
村
鳴
瀬
台
六
五―

一
） 

内
容 

施
設
内(

ト
イ
レ
、
窓
な
ど)

、 

 
 
 

外(

草
刈
り
花
壇
な
ど)

の
清
掃 

 

天
理
教
教
祖
百
四
十
年
祭 

本
部
秋
季
大
祭
参
拝
及
び
観
光
団
体 

 

日
時 

令
和
六
年
十
月 

 
 
 

二
十
四
日(

木)

～
二
十
八
日(

月) 

参
加
御
供 

３
８
，
０
０
０
円 

内
容 

御
本
部
秋
季
大
祭
参
拝
、 

長
野
松
本
観
光
、
大
江
戸
温
泉 

「
鹿
教
湯
」
宿
泊
な
ど 
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胡

弓 

三

味

線 

琴 

小

鼓 

す

り

が

ね 

太

鼓 

拍

子

木 

チ
ャ
ン
ポ
ン 

笛 

地
方
（
副
） 

地
方
（
主
） 

て お ど り  
会 

 
 
 

長 

祭 

主 

小 

川 

道 

子 

小 

林 

理
英
子 

木 

内 

教 

子 

佐
々
木 

由 

正 

東 

滝 

沢
（
前
） 

由 
 

利 
 

道 

由 

利 

東 

布 

小 

林 

大 

晃 

亀 
 

田 
 

町 

齋 

藤 

清 
一 

東 
 

滝 
 

沢 

上 
 

之 
 

浜 

雄 
 

物 
 

川 

会 
 
 
 
 

長 
会 

長 

夫 

人 

矢 
 

島 
 

町 

佐
々
木 

め
ぐ
み 

坐
り
づ
と
め 

上 
 

之 
 

浜 

雄 
 

物 
 

川 
 

 

扈 
 
 

者 

佐
々
木 

良 

美 

豊 

島 

末 

子 

中 

村 

柳 

子 

斎 

藤 

清 

一 

豊 
 

島 
 

優 

小 

林 
大 
晃 

豊 

島 
栄 

二 

齋 
藤 

賢 

爾 

佐
々
木 

由 

正 
佐
々
木 

義 

實 

雄 
 

物 
 

川 

由 

利 

東 

布 

上 
 

之 
 

浜 

東 
 

滝 
 

沢 

小 

松 

敬 

子 

伊 

藤 

奈
律
子 

松 

田 

理 

奈 

前 
 
 

半 

利 
 

翔 
 

布 

由 

利 

東 

布 

賛 
 
 

者 

畠 

山 

清 
香 

木 

内 
美 

歩 

小 
川 

貴
美
子 

小 
 

川 
 

心 
伊 

藤 

一 

男 
桑 

 

原 
 

廣 

小 

野 

繁 

樹 

佐
々
木 

義 

實 

豊 
 

島 
 

優 

豊 

島 

栄 

二 

由 

利 

東 

布 

伊 
 

藤 
 

伸 

小 

林 

大 

晃 

佐
々
木 

由 

正 

小 

川 

昭 

子 

齋 

藤 

美
和
子 

豊 

島 

絢 

子 

後 
 
 

半 

東 

滝 

沢 

指 

図 

方 

部

内

だ
よ
り 

 

矢

島

町

分

教

会 

三
月
一
日
を
も
っ
て
宗
教
法
人
の
手
続
き
全

て
完
了
致
し
ま
し
た
。 

 

由
利
会
長
様
、
矢
東
、
矢
浪
、
役
員
信
者
、
息

子
達
へ
心
か
ら
感
謝
致
し
ま
す
。 

 

仁

賀

保

分

教

会 

 

正
信
は
一
月
二
十
七
日
よ
り
教
会
長
資
格
検

定
講
習
会
を
受
講
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

東

滝

沢

分

教

会 

 

末
っ
子
の
敬
行
が
高
校
を
卒
業
し
春
か
ら
本

部
勤
務
さ
せ
て
頂
く
事
に
な
り
ま
し
た
。 

 

由

利

道

分

教

会 

佐
々
木
誠
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
再
び
旅
立
ち

ま
す
。
多
分
一
年
間
！ 

  
 

４月祭典役割表      神殿講話 矢島町分教会会長 

 

開
扉
・
献
饌
の
男
子
の
方
は
十
時
ま
で
、
女
子
の
方
は
、
十
時
二
十
分
ま
で
お
つ
と

め
着
を
着
用
し
、
神
殿
に
ご
集
合
下
さ
い
。 

 


